
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご挨拶 ＞ 

 早春の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 さて、3 年余りに及ぶコロナ禍により我々の日常生活の様式は日々変化してまいりました。 

しかし、政府より本年 5 月に新型コロナ感染症を季節性インフルエンザと同じ「5 類」に移行す

る方針が決定されました。これからは、ウイズコロナ（コロナと共存）の時代になるわけです。 

 マスクを着けるのか、外すのか？コロナに対する警戒は必要ですが、やみくもに恐れることか

らは何も生まれません。当まちづくり協議会の活動も制限を受けて来ましたが、正しい情報を取

り込んで、正しく警戒して工夫をしながら様々な課題に臨んでまいりたいと思います。 

 どうぞ皆様におかれましてもウイズコロナの時代を工夫 

しながら乗り越えていただきたいと思います。 

そして、今後も西谷地区まちづくり協議会に変わらぬ 

ご協力とご鞭撻をお願い申し上げます。 
 

西谷地区まちづくり協議会 会長 二井 久和 
 

※宝塚市まちづくり協議会デジタル化促進事業  

大型モニターによる Zoom 会議の様子 

第 86 号 令和 5 年 2 月 26 日発行  西谷コミュニティ（西谷地区まちづくり協議会）編集 総務部会 

 
☆わたしもチャレンジﾞ☆    藤井法隆（大原野中部）  

 

大原野中部の正覚寺住職として地域の皆さんにはご縁をいただいています。 

正覚寺（浄土真宗本願寺派）は西谷小学校の前身であり、農繁期の託児所や戦時中には疎開児童の 

受入れもしておりました。約 540 年の歴史がありますが西谷の中では新しいお寺になります。 

私は 20 代半ばまで池田市で生活しておりましたので、実は西谷の学校には通っていません。 

今は住職の傍ら平日は会社勤め、法要のない休日は草刈りなどをし、その他 NPO 法人西谷仕事人や 

「若者世代・ミドル世代の集い」にも参加させてもらっております。 

思うようにいかないことや失敗することの方が多くあり、一喜一憂しながら 

毎日あっという間の日々を過ごしています。 

お寺の住職といえども、普通に笑ったり怒ったりして皆さんと変わらないです。 

いたらないところが多く、ご迷惑をお掛けすることもあると思いますが、 

いただいたご縁を大切にし、これからも西谷地域とともに歩んでいきたいと 

思います。 

 

西谷コミュニティだより 第 86 号 令和 5 年 2 月 26 日発行 

  発行：西谷地区まちづくり協議会  編集：総務部会 発行部数：1,000 部 ※掲載写真、記事の無断複製及び転用 

禁止します。紙面に関するお問い合せは西谷地区まちづくり協議会事務局 電話 0797-91-1788 までお願いいたします。           

             

 

「里山 de マッチング〜里と出会う、里と出逢う〜」を開催 
 

昨年 12 月 24 日(土)に里山の魅力発信×地元の方の協力×婚活のイベント 

「里山 de マッチング〜里と出会う、里と出逢う〜」を宝塚市社会福祉協議会の協力で開催しま 

した。定員 20 名に対し、18 名(男性 9・女性 9)の応募があり、当日は 16 名(男性 9・女性 7)が 

参加しました。 山里さんにオードブル料理をお願いし、 

世話役に地元の主婦の方々にご協力いただきました。 

参加者は焚き火や、ゲームや歓談しながら楽しい時間を 

過ごし、参加者からは好評の声をいただきました。 

今後も継続的に開催を予定しています。 

 

地域活性化部会 

 

収穫祭を終えて 

12 月 4 日は、天気が良いとは言えませんでしたが、その冬空の下で西谷収穫祭が開催できました。 

今回の収穫祭では出店数も多く、夢プラザには沢山の方に集まって頂きました。幾つかの店においては 

商品が予想以上に売れ、品切れになるほど久々に活気ある収穫祭であったと思いました。 

西谷地域の活性化の一翼を担うイベント開催でもあり、令和 4 年度の収穫祭の反省を踏まえ、令和 5 年度

は、更に多くの方の協力を得て活気ある収穫祭を開催したいと考えています。 

西谷収穫祭実行委員会 委員長 小池 宏幸 

 

西谷児童館提供 

抽選会の様子



 

≪ 移住の受け皿づくり事業 ≫ 
 

まちづくり協議会、移住の受け皿づくりチームでは下記の日程に 

於いて「空き家視察ツアー」及び「空き家セミナー」を開催いたします。 

ご参加頂ける方はまち協事務局までご連絡ください。☎ 0797-91-1788 

 

（移住希望者様向け、空き家視察ツアー） 

 日  時：3 月 11 日（土） 9：30〜12：00 

 集合場所：夢プラザ駐車場 

 西谷の空き家 3 軒程を見て頂き、購入や賃貸の相談を受けます。 

まち協と提携しています不動産屋さんも同行します。 
 

（貸し手側向け、空き家セミナー） 

 日  時：3 月 24 日（金） 18：00〜20：00 

 開催場所：西谷会館（夢プラザ）ホール 

 空き家を持っているが運用の仕方がわからない。 

貸した場合の心配ごとが有ると言う方等に事例紹介や相談を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西谷小学校・中学校 児童・生徒数   

 西谷小学校 ・・・ 
1 年生   6 名 2 年生    6 名 3 年生   6 名 

60 名 4 年生  15 名 5 年生  10 名 6 年生  17 名 

 西谷中学校 ・・・ 1 年生   18 名 2 年生   9 名 3 年生  12 名 39 名 

 

西谷の人口は今・・・令和 5 年 1 月末現在 

 人 口 65 歳以上 高齢化率 

宝塚市 230,552 人 65,713 人 28.5％ 

西 谷 2,206 人 1,023 人 46.4％    

 

 

 

 
西谷小学校創立 150 周年 

〜〜 歴史、伝統、そして子どもたち 〜〜 

宝塚市立西谷小学校長 橘 俊一 
 

 明治 6 年（1873 年）10 月 17 日、帰来小学校として開校したのが、西谷小学校の前身です。実に 150 年

前のことです。その当時は、中部地区の正覚寺というお寺の中に学校がありました。その後、明治 15 年（1882

年）に現在の大原字石保に移り、昭和 30 年（1955 年）に宝塚市立西谷小学校となり、昭和 37 年（1962

年）に、切畑にあった分校を廃止して現在の西谷小学校の形になりました。明治 6 年からの履歴を全て書く

と、到底この紙面には収まらないので、割愛させていただきました。 

 ひとえに 150 年と言っても、その間、学校は明治から大正、そして昭和へと時代を移り、戦争を経て、

平成、令和と今に繋がり、その時々の西谷を過ごし、西谷の子どもたちを見守ってきました。 

 この西谷で育つ子どもたちは、学校や豊かな自然と温かい地域に見守られながら毎日を過ごしています。

古い歴史のことに思いを馳せることは難しいかもしれませんが、きっと子どもたちの中には、伝統的に西谷

で受け継がれてきているもの、それは形あるものだけではなく西谷の風土や環境から培われたものがあると

思います。 

 西谷小学校の校歌には、子どもたちのことを、１番では「新芽」、2 番では「小鮎」、3 番では「小鳩」と

して出てきます。どれも、これから大きく成長して、大地に根差したり、きれいな川に泳いで行ったり、大

きな空に飛び立ったりしていきます。 

 西谷の子どもたちは、西谷小学校で育ったことに 

誇りを持って、校歌に歌われているように、広い世界 

に飛び立って行ってほしいと願っています。 

 

 

 

 
 

西谷小学校 「学校の様子」 

https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/school/e_nisitani/6005195/index.html 

 

 
JR 武田尾駅のエレベーター設置実現へ！ 

 

 コミュニティだより第 85 号で、JR 武田尾駅のバリアフリー化の 

実現に向けての取り組み経過を報告し、地域と宝塚市が連携して、 

JR 西日本に対して継続して働きかけることを確認するなかで、地域と 

しても早期実現に向けて何ができるかを検討してきました。 

そんな中、現在の駅利用客数が国の基準を満たしていない駅舎の整備はできないとの姿勢であった JR 西日

本に対して、宝塚市は、兵庫県や国とも協議を重ね、国の鉄道駅総合改善事業を活用した駅施設の整備（費

用負担：国 1/2、県 1/4、市 1/4）をする新たな提案を JR 西日本に示した結果、JR 武田尾駅のバリアフリー

化の実現に向けて協力することとなりました。また、非公式でありましたが、12 月には齋藤兵庫県知事が西

谷を訪れ、武田尾駅周辺の現状を視察いただいたことも、力強い後押しになったのではないかと推察いたし

ます。いずれにいたしましても、財政負担など困難な課題が山積する中で、宝塚市はもちろん、兵庫県、国、

そして JR 西日本、また様々な方々がご尽力いただきました賜物であり、感謝と敬意を申し上げる次第です。 

山﨑宝塚市長には、2 月 13 日開会の市議会において、令和 5 年度当初予算に 3,100 万円の予算を計上し、

JR 西日本と連携しながら JR 武田尾駅周辺のバリアフリー基本構想の作成やエレベーター設置の概略設計を

進めていくと施政方針の中で表明いただきました。 

今後は、宝塚市と兵庫県、JR 西日本が連携して武田尾駅のエレベーター設置が早期に実現する取り組みを

見守りながら、地域挙げて支援していきたいと思いますので、皆さんのご理解とご支援を重ねてお願い申し

上げます。 

西谷公共交通対策会議 

西谷地区まちづくり協議会 

西谷自治会連合会 

 

西谷児童館提供 

https://www.city.takarazuka.hyogo.jp/school/e_nisitani/6005195/index.html

